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ルミネッセンス年代測定には，熱ルミ
ネッセンス（TL）法と光ルミネッセンス
（OSL）法がある．前者は，加熱によって
ゼロリセットされた試料に対して有効であ
り，後者は，太陽光などで露光されること
によってゼロリセットされる．ルミネッセ
ンス年代測定は，数100年～100万年程度の
年代を示す試料に対して有効であり，カリ
ウム・アルゴン法などと，5～6万年より新
しい試料に有効な放射性炭素法の間の年代
決定を行うことができる方法として，特に
注目されている．
ルミネッセンス年代測定は，ゼロリセッ
トから現在までに蓄積した被ばく線量（蓄
積線量）を一年間に吸収する線量（年間線
量）で除することで年代を求める．蓄積線
量評価は，従来から用いられるmultiple 
aliquot法（Aitken, 1985）のほか，single 
aliquot regenerative-dose（SAR）法
（Murray and Wintle, 2000）が広く用い
られている．近年におけるSAR法による堆
積物のOSL年代測定の進展については，田
村（2013）を参照されたい．
本発表では，ルミネッセンスの発光原理
および蓄積線量と年間線量の評価法につい
て概説した．また，ルミネッセンス年代測
定のための試料採取にあたって，考古遺跡
で行う試料採取の留意点を整理した．詳細
は，奥村・下岡（2011）もしくは下岡
（2012）を参照されたい．
OSL法の考古学への適用例では，インダス
文明の環境変動に関連して，インド北西
部，ガッガル川流域の砂丘堆積物を試料と

したOSL年代測定結果について報告した
（Shitaoka et al., 2012; Maemoku et al., 
2012）．
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